
テーマ４：森ハブ支援体制構築

“森ハブチェックリスト（仮称）”の検討状況の報告
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資料２－３



前年度事業における検討の経緯

－エコシステム形成の追跡手法の検討
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林業イノベーションのアウトカム指標検討

アウトカム指標案の検討に加え、他テーマの検討内容を加味し、地域におけるエコシステム
の評価方法について検討

アウトカム指標調査 研究、開発・実証～実用化、普及の３フェーズに分けて指標を整理

◼ 研究フェーズは論文や特許の件数、ガイドラインの作成件数など研究内容やアイデアの取り纏めに関する内
容が多かった。

◼ 開発・実証～実用化フェーズは、開発件数、機械の稼働率など開発・実用化を直接測る指標のほか、事故
発生件数やコスト削減率など実用化による施業改善に関連する指標が確認できた。

◼ また普及フェーズでは技術の導入件数（割合）といった指標が多く見られた。

ロジックモデル案検討 令和3年度行政事業レビューの指摘を踏まえ、モデル地域（i.e.コントロール可能な範囲）にお
ける進展（アウトプット～アウトカムへのロジックのつながりに留意）⇒中長期的に水平展開と
してロジックモデル案を検討

◼ 令和3年度行政事業レビューの指摘を踏まえ、現場でコントロール可能な指標を用いつつ、アウトカム指標とア
ウトプット指標のロジックが飛躍しないようにロジックモデル案を作成した。

◼ その際、他省庁の事例を踏まえて、モデル事業の場合、（コントロール可能な範囲として）モデル地域内で浸
透したうえで、その後に他地域への展開状況を指標として管理することが考えられる。

モニタリング方法調査 他省庁における事業実施期間中と事業終了後のアウトカム指標追跡方法を調査

◼ 事業実施期間中は事業者から必要な情報を報告頂くようにして、アウトカム指標を算定できるようにする。そ

の際、他省庁では採択事業者にシステム上で実績（例：従業員数や年間の平均労働時間）を入力して
頂き、分析を容易にするといった事例が見られた。

◼ また、事業終了後は、アンケートやヒアリングにより必要な情報を取得することが他省庁でも行われており、例
えば実績や目標達成度について追跡している。
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オペレーション改善指標 開発・実用化促進指標

◼ 事業実施地域に

おける

GNSSを活用した

アプリケーションの

実用化に伴う

労働生産性の

向上（例:主伐、

森林資源把握）

インプット アクティビティ アウトプット 短期アウトカム 中長期アウトカム インパクト

技術開発フェーズに依存

事業実施地域が対象

研究

開発・実証

～実用化
普及
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1 事業実施

地域

他地域には未波及
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アウトカム指標の対象

事業予算

各種事業

◼ 事業実施地域に

おける

GNSSを活用した

アプリケーションの

開発

事業実施地域が対象 全国を対象

◼ 労働生産性の

向上（例:主伐、

森林資源把握） 若者や女性にとって

魅力的な産業

かつ

成長産業

開発件数を

指標として追跡

（事業実施地域または全国の）

労働生産性を指標として追跡

【課題②への対応】

モデル事業実施地域を対象にすることで

現場で運用・コントロール可能な指標とした

【課題①への対応】

林業イノベーション推進に必要な指標

（労働生産性）とした

【課題③への対応】

アプリケーションの開発⇒実用化を通じ、

生産性を向上させることとし、

アウトプットとアウトカムの繋がりを明瞭にした

【課題④への対応】

林業のデジタル化に関する指標を取入れた

アウトカム指標（労働生産性） 情報取得方法（ヒアリング調査）

※平成28年度までの実績値

具体的なヒアリング項目

アウトカム指標の分析方法

前年度報告書を抜粋・一部更新



専門委員会におけるエコシステム形成の追跡指標に対するコメント

アウトカム指標の検討に際し、定量的指標が望ましいことは前提としつつも、

本来測るべき指標から外れないようにすることに留意して検討

エコシステム形成の追跡指標の考え方

定量化可能な指標に固執し過ぎると、本来追跡したい指標にならない可能性もあるため、

定性的な指標も許容し、理想型を示す指標をいくつか選び、定めていく方法がよいと考えられる。
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定量化可能な指標を前提とせずに、地域におけるエコシステムの進展度合いを

追跡可能な指標について検討（次頁以降にて説明）

前年度報告書を抜粋・一部更新
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地域でのエコシステムの展開イメージ

地域で場を形成するとともに、取組テーマとなる課題に関心を持つプレイヤーやプロジェクト
の呼込みを通じた、エコシステム拡大を想定

各フェーズで

目指すゴール

フェーズ① 場の形成 フェーズ② 実証プロジェクトの展開 フェーズ③ ビジネス実装支援の展開

◼ これまでの取り組みの整理・情報発信

◼ 取組テーマの設定・方向性の検討

◼ イノベーションの土台作り

◼ エコシステムの核となるプロジェクトの創出と

情報発信

◼ 林業以外のプレイヤーの参画

◼ 多様なプレイヤーの参画によるエコシステムの

形成

◼ 同一テーマを基軸に、複数プロジェクトが展

開される環境の構築

森ハブ

役割

コーディ

ネータ

必要人材のマッチング

情報共有・発信

ネットワーキング・学びの場の創出

個別プロジェクトへの助言、アドバイス

情報共有・発信

多様な属性のプレイヤーのマッチング

個別プロジェクトへの助言、アドバイス

取組テーマの設定

関係者の巻込み

地域内・林業プレイヤーの巻込み・事業拡大

成功事例の創出

他地域・異分野プレイヤーの巻込み

新たなプロジェクトの組成・事業の発展

森ハブ連携前 フェーズ① 場の形成 フェーズ② 実証プロジェクトの展開 フェーズ③ ビジネス実装支援の展開

地域内に複数事業があるものの個別であり、

方向性もバラバラ

コーディネーターが参画し、

これまでの取組をもとに取組テーマを設定

地域の意識醸成や体制構築を実施

核となるプロジェクトを創出

関連プレイヤーや事業を連携しつつ情報発

信等を通じてエコシステムを拡大

プロジェクトが拡大し、別プロジェクトと連携、

異分野を含むプレイヤーが参画し、新たなプ

ロジェクトを組成

前年度報告書を抜粋・一部更新



◼実証・事業化の前段階に相当する「フェーズ①（場の形成）」に焦点を絞っているパターン

◼ 「フェーズ①（場の形成）」から「フェーズ③（ビジネス実装支援の展開）」までを考慮に入れているパターン
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地域におけるエコシステムの展開イメージの比較

エコシステム進展における対象地域の属するフェーズを把握するため、

「場の形成」フェーズについては、その重要性に鑑み、分解能を向上

「フェーズ①（場の形成）」がエコ

システム形成における固有の点で

あり、かつ重要性が高いと考えら

れることから、細分化を行ったうえ
で、地域の進展度管理を実施

前年度報告書を抜粋・一部更新
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地域におけるエコシステム進展の測り方のイメージ

前年度では、 「フェーズ①（場の形成）」については細分化しつつ、

「フェーズ②③」と並行して地域におけるエコシステムの進展度合いを追跡する方針を合意

エコシステムの進展度合いを地域単位で管理

基礎研究 応用研究

✓ 当地域における課題が議論されているか。さ
らに、根本的課題の探索がされているか

✓ 当地域における林業のあり方の改善に向け
た意識や危機感が共有されているか

✓ 当地域において実証した技術が実際に実用
化されているか

✓ 当地域における取組が発信され、他の地域
でも取り入れる動きが生じているか

✓ 具体的な技術について、実際の導入環境に
近い状態で実証が行われているか

✓ 実際の導入環境における実証が完了してい
るか

【特記事項】

フェーズ①（場の形成）とフェーズ②（実証プロジェクトの展開）の順序は可変

フェーズ②「実証プロジェクトの展開」

模擬実証～フィールド実証

フェーズ③「ビジネス実装支援の展開」

水平展開

フェーズ①「場の形成」

意識醸成・

課題の気づき

取組検討・

体制構築

課題の

深堀

XX県 XX市（XX地域）対象地域名

事業開始前 現在

事業開始前 現在

チェック観点（例）

前年度報告書を抜粋・一部更新



本年度事業における

“森ハブチェックリスト（仮称）”の目的及び検討方針
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“森ハブチェックリスト（仮称）“の目的と求められる要件

“森ハブチェックリスト（仮称）“の目的は、「林業イノベーション」の創出・展開に向け、

各地域における各種取組の現状把握とその行動計画の立案を促すこと

チェックリストの目的

地域の関係者による

“自らの現状・課題の把握”

と“「林業イノベーション」の

創出・展開に向けた

必要な取組の計画・実行”

を支援

• 「林業イノベーション」の

創出・展開に向けた、

フェーズ別・テーマ別のありたき
姿（道標）

• 各ありたき姿（道標）の実現

に向けて、求められる具体的な
取組み（行動）

• 求められる各取組みの

現状を把握する手段

（行動の評価方法）

コンテンツ（内容）

• 「林業イノベーション」の

創出に取り組む、

林業事業者、林業サービス

事業体、メーカー、金融機
関、自治体、大学等

（これらのコンソーシアムを
含む）

活用主体

• 過年度事業の検討結果や、

イノベーション研究に関する知見
を基に枠組みを作成

• 今年度の森ハブ事業における

派遣事例から課題や成功要因
を抽出し反映

• 森ハブにおけるアドバイザリー

コミッティにおける検討

作成手順

活用方法

• 「林業イノベーション」の創出に
向けた現状について、

より客観的な自己評価をする
際に活用

• 自己評価結果を基に、

今後、実施が必要な取組
（行動計画）を主体的に

決定
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“森ハブチェックリスト（仮称）”の構成

本チェックリストは「指標」と「チェック項目」から構成され、前者は各フェーズにおける

構成要素別の“ありたき姿” 、後者は各指標の行動例や捕捉方法として位置づけ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための

経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

10

指標は、各フェーズにて達成が求められる、

構成要素別の“ありたき姿（状態）”

✓ 構成要素は、既存のフレームワークを参照して

網羅性を確保
例：エコシステム形成の場合、Stam and Ven(2021)の
スタートアップ・エコシステムのフレームワークを援用

各チェック項目は、当該地域／プロジェクト主体に

とって“求められる行動例”及び各行動を捕捉するため

のエビデンス等

✓ 地域の主体的な行動を促すよう、

活動のヒントとなる行動例を設定

✓ 地域が自主的に運用できる評価方法を設定

指標

チェック項目
（行動例＋評価方法）

チェックリストの構成（エコシステム形成を例）

.....

.....
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“森ハブチェックリスト（仮称）”の成果物イメージ

チェックリストの自主的な運用を促すため、 “森ハブチェックリスト（仮称）”には、

自己評価の目的や進め方等を解説する「活用ガイド」も記載予定

チェックリスト全体の構成案 チェックリスト本体のイメージ

➢ “森ハブチェックリスト（仮称）”では、チェックリスト本体だけでなく、
チェックリスト活用のガイドも含む

➢ チェックリスト本体は、取組みテーマ別（「エコシステム形成」「森林
データ利活用」「デジタル林業の定着」等）にとりまとめ

チェックリスト活用のガイド

・自己評価の背景・目的

・自己評価の意義

・自己評価の特徴

・自己評価の進め方

・自己評価の留意点

➢ 例として、スタートアップエコシステムのフレームワークを整理軸として、

指標（ありたき状態）とチェック項目（求められる行動例、行動
を捕捉するエビデンス）の内容を整理

ph1-2：課題の深堀

◼ 地域の実態を踏まえ、プレイヤーが感じる課題や取組みテーマなどのニーズを正
確に把握できている

◼ 理想像を考え、ビジョンを共有する

分類 要素 指標 チェックリスト

あるべき状態 行動例の定義 行動例を捉えるエビデンス

基盤的属性

・背景

文化

社会的ネットワーク

形式的な機関 ・・・ ・・・ ・・・

必要な資源 物理的基盤

需要

中間支援サービス

人材

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

ph1-1：意識醸成・課題の気づき

◼ 地域のプレイヤーが現実に目を向け、現状を正しく理解し、地域で共有

できている

◼ 上記を通じて、危機感や課題意識を可視化できている

分類 要素 指標 チェックリスト

あるべき状態 行動例の定義 行動例を捉えるエビデンス

基盤的属性

・背景

文化

社会的ネットワーク

形式的な機関 ・・・ ・・・ ・・・

必要な資源 物理的基盤

需要

中間支援サービス

人材

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

チェックリスト本体

指標 チェック項目
（行動例＋評価方法）
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経済産業省「イノベーション経営の銘柄化のためのチェックリスト案」

【参考：チェックリスト事例】

チェックリストでは、各推奨行動についての「望ましい姿」を示しつつ、

その姿を示す具体的な行動の内容と、捕捉するためのエビデンスを提示

✓ イノベーション経営の国際規格ISO560002に準拠
した、「日本企業における価値創造マネジメントに

関する行動指針」に沿ってチェック項目等を整理

✓ 推奨行動の全体像とともに検証可能なチェック

項目を提示

✓ イノベーション経営の実施状況の各項目について

多段階評価

✓ 各行動指針から具体アクションを提示

✓ 全体の8割を定性指標、残りの2割を定量指標にて
構成

概要

目的

✓ 経済産業省・イノベーション 100 委員会「日本企業
における価値創造マネジメントに関する行動指針」に

沿った経営の実施状況を評価検証

✓ イノベーション経営に取り組む上場企業の「銘柄化」
を念頭

評価

実施者
✓ 上場企業（従業員数千人規模）

チェックリストの一部

出所：経済産業省（2019）「令和元年度産業経済研究委託事業（経済産業政策・第四次産業革命関係調査事業費（イノベーション経営の普及及びオープンイノベーション促
進に係る調査））報告書」
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経済産業省「技術情報管理自己チェックリスト」

【参考：チェックリスト事例】

別途定める要求基準に対する、被評価者による取組みの自主評価だけでなく、

次に必要なアクションも提示

✓ 情報セキュリティ対策に取り組んだ経験がない事業

者などが、対策を始めるに当たって最初の取組として
やるべきことを把握することが可能

✓ これまで独自の情報セキュリティ対策に取り組んで

きた事業者などが、これまでの取組を振り返り、

不足が無いかを確認することが可能

✓ さらに自己チェックリストの

活用ガイドも別添として

作成（右図）

✓ チェック項目の設定理由

や、対策例も紹介

目的

✓ 技術情報管理認証制度の基準をもとに、事業者が

自社の情報セキュリティ対策の状況を自ら確認し、
必要な対策を把握するため

概要

 
 

チェック欄

　

　

ヒント:作業が完了したら、[完了] 列に 1 より大きい数値を入力します。 チェック欄

1 ファーストステップ（経営視点からの基礎的な確認事項）

1 　

2 　

3 　

4 　

確認者

情報セキュリティ

責任者

情報セキュリティ

担当部門

　内容

技術情報管理　自己チェックリスト

経営者とともに、守るべき情報を特定している。

守るべき情報には、一目でほかの情報と区別できるよう、目印をつけている。

取引先などから預けられた情報は、その取引先などの意向を聞いて、対策方法を定めている。

守るべき情報が、紙情報、電子情報、試作品・製造装置などの物自体のどれに当たるかを分け、保管場所を

記録している。

ファーストステップ（経営の視点）

ファーストステップは、情報漏えいを防ぐための基礎的な確認事項です。

経営上も重要な情報漏えいを防ぐための取組の方針ですので、全ての事項を確認しましょう。

※「守るべき情報」とは？

・もし漏えいしたら自組織の競争力、信用などを大きく損なう可能性がある情報を示します。

・書類や電子ファイルだけではなく、試作品、製造装置など、あらゆる形態の情報が該当します。

この自己チェックリストは、国が推進する技術情報管理認証制度の基準をもとに作成しており、あなたの組織の情報セキュリティの

取組状況のチェックにご活用いただくものです。

各項目のチェック欄に回答を入力すると、あなたの組織の情報セキュリティの達成度を確認できます。

○

○

活用ガイド

活用ガイド

活用ガイド

活用ガイド

以下を参考に、あなたの組織の取組を評価してください。判断に迷ったときは「活用ガイド」もご参照ください。

「○」

「△」

「×」

「－」

実施している

一部実施している

実施していない

該当しない

：全ての従業員、全ての守るべき情報（※）、全ての取組においておおむね実施できている

：一部の従業員、一部の守るべき情報、一部の取組において実施できていないことがある

：ほとんどの従業員、ほとんどの守るべき情報、ほとんどの取組において実施できていない

：取引先から預けられた情報がない、情報を外部に預けていないなど、項目の条件に該当しない（一部の項目のみ）

「活用ガイド」

各項目に表示しているアイコンは、その項目がレーダーチャートのどの分野に対応しているかを示しています。

評価の

実施者

✓ これまで情報セキュリティ対策に取り組んだ経験が

ない事業者など

✓ 独自の情報セキュリティ対策に取り組んできた事業
者など

チェックリストの一部

出所：経済産業省「技術情報管理自己チェックリスト」, https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/technology_management/page03.html
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NEDO「持続可能なバイオマス事業のためのチェックリスト」

【参考：チェックリスト事例】

先進事例からの成功要因・失敗要因を分析の上、設問項目（基準）を設定し、

後続プロジェクト（被評価者）における今後の運営に役立つ内容を記載

✓ 実施事項毎の課題・リスクや留意すべき内容を可
能な限り一般化した「チェックリスト」を策定

✓ それぞれのチェック事項に関する解説と先進事例や

FS・実証事業の成果に基づく解決策等を記載
✓ チェックが困難な箇所や不明な点がある場合、

別添の実践編を逆引き的に読む使い方も推奨

目的

✓ これからバイオマスエネルギー事業を実施する事業者

が過去の先行事例で経験した「落とし穴」に陥ること
を回避するため

概要

評価対象 ✓ バイオマスエネルギー事業を検討する事業者

チェックリストの一部

出所：NEDO「バイオマスエネルギー地域自立システムの導入要件・技術指針（ガイドライン）」, https://www.nedo.go.jp/library/biomass_shishin.html
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本年度事業における検討範囲

✓ 【エコシステム形成】は、「林業イノベーション」創出の基盤づくりを扱い、地域・プロジェクト横断のテーマ

✓ 【森林データ利活用】は、「林業イノベーション」における、個別的な取組みテーマの一つ

✓デジタル林業戦略拠点事業における「チェックリスト」とは目的及び使い方ともに区別

本年度の検討範囲は、【エコシステム形成】と【森林データ利活用】の２テーマとし、

前者は指標とチェック項目、後者は指標のみをとりまとめる

• 指標・チェックリストは、3つのフェーズに分割（「場の形成、実証プロジェクトの展開、ビジネス実装支援の展開」）され、
• 「場の形成」フェーズはさらに３つのサブフェーズに分割される

デジ林

エコシステム

形成

デジタル

林業定着

森林データ

利活用

XXXXX XXXXX

・・・ ・・・

森ハブ

チェック

リスト

指標

チェック

項目

取組みの

成熟度

を測定

補助事業

の進捗

を測定

・・・ ・・・

・・・ ・・・

・・・ ・・・

林業イノベーションに取組む各地域において、取組みの特長に応じて、

「エコシステム形成」を共通（必須）テーマとして、該当するものを組合せ

林野庁
（コーディネータ）

が使用

林業

イノベーション

に取り組む
地域／

プロジェクト
が自ら使用

本年度の

検討範囲

一部内容に

重複もあるが

目的が異なる

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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“森ハブチェックリスト（仮称）”の検討手順

事務局及び林野庁による素案作成の後、専門委員会や現地ヒアリング等を通じて

運用可能性について聴取し、ブラッシュアップ

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

現地ヒアリング
（南那珂地域、

デジ林3地域）

事務局・

林野庁での

検討

専門委員会等

での報告

指標・チェック項目素案の

記載内容の妥当性、

運用面でのすり合わせ

第2回委員会にて
各案を議論

第1回委員会にて
検討状況を報告

専門委員会等での進捗報告や

現地ヒアリングを通じて、

素案をブラッシュアップ

◼ 専門委員会等にて

素案の検討状況を報告

◼ 南那珂地域及びデジタル林業戦略拠

点地域コンソ3地域を対象に、

素案についてヒアリング

➢ 素案について、現場から見た

チェックリストの難易度について聴取

林業イノベーションに取り組む地域の、

“場の形成”フェーズを主として、

指標・チェックリスト素案を検討

◼ 取組みを網羅的に捕捉するため、

既存のフレームワークを援用

◼ ph3（ビジネス実装支援の展開）から

検討着手し、バックキャスティングにより

ph1-1（意識醸成・課題の気づき）

まで、各phのありたき姿を整理

◼ 更に、指標・チェック項目素案を整理

専門委員会等でのコメントや、

現地ヒアリングの意見等を踏まえて

最終化

◼ 指標の再整理や、チェック項目の

記載内容について見直しをし、

最終案として提示

◼ 今年度検討における残論点や

運用上の課題の整理

◼ 他フェーズのチェックリスト策定に向けた

論点の整理

検
討
の
ア
プ
ロ
ー
チ



17

チェックリストの検討方法（素案の検討手順）

素案を検討する上では、フレームワークを整理軸として、フェーズ別のありたき姿を基に、

チェックリスト（具体的な行動例、エビデンス）を整理

1 フェーズ別の“ありたき姿”の整理

➢ “林業エコシステム形成”等のテーマについて、

まずph3（ビジネス実装支援の展開）でのありたき姿（道標）を検討
➢ 更に、ph2（実証プロジェクトの展開）、ph1-3（取組検討・体制構築）
・・・の順で、バックキャスティングでありたき姿を整理

2 フレームワーク（構成要素）の整理

➢ 「林業イノベーション」に向けた、地域やプロジェクト単位の取組みの成熟度を

評価するため、関連する構成要素を整理

➢ 網羅的に整理するために、既存の各種フレームワークを援用

✓ フレームワークには、フェーズ横断で適用可能なものと、

フェーズ別に適用可能なものがある点にも留意

3 各フェーズ・各構成要素に対応する行動例等の整理

➢ フェーズ別のありたき姿を基に、構成要素ごとに、求められる行動例を

「指標」として記述

➢ 行動例の検討にあたっては、林野庁内部資料（アンケート結果）等を参考
に、仮説的に整理

➢ 更に、行動例を捕捉するためのエビデンス等を検討

ph1-1：意識醸成・課題の気づき

◼ 地域のプレイヤーが現実に目を向け、現状を正しく理解し、地域で共有

できている

◼ 上記を通じて、危機感や課題意識を可視化できている

分類 要素 指標 チェックリスト

あるべき状態 行動例の定義 行動例を捉えるエビデンス

基盤的属性

・背景

文化

社会的ネットワーク

形式的な機関 ・・・ ・・・ ・・・

必要な資源 物理的基盤

需要

中間支援サービス

人材

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

2

1

3

検討手順及びポイント

【エコシステムの形成】

ph1-1（意識醸成・課題の気づき）の
指標・チェック項目

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめエコシステム形成 森林データ利活用
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エコシステム形成における、各フェーズの“ありたき姿”（素案）

国内に「林業イノベーション」のエコシステム形成事例が限られているため、

各フェーズの“ありたき姿”を仮説的に提示しており、今後解像度の向上を検討予定
1 フェーズ別の“ありたき姿”の整理

ph2「実証プロジェクトの展開」

模擬実証～フィールド実証

ph3「ビジネス実装支援の展開」

水平展開

ph1「場の形成」

意識醸成・

課題の気づき

取組検討・

体制構築

課題の深堀
ph1-1 ph1-2 ph1-3

フ
ェ
ー
ズ
別
の
“あ
り
た
き
姿
”

◼ エコシステムの核となる

プロジェクトの創出と情報発信

◼ 林業以外のプレイヤーの参画

◼ 多様なプレイヤーの参画による

エコシステムの形成

◼ 同一テーマを基軸に、

複数プロジェクトが展開される

環境の構築

◼ 地域のプレイヤー

が現実に目を向け、

現状を正しく理解

し、地域で共有

できている

◼ 上記を通じて、

危機感や課題

意識を可視化

できている

◼ 地域の実態を踏

まえ、プレイヤーが

感じる課題や

取組みテーマなど

のニーズを正確に

把握できている

◼ 理想像を考え、

ビジョンを共有する

◼ 構成者全員で

実現方法を

検討し決定する

◼ イノベーションの

土台作り

出所：前年度報告書より一部抜粋・編集

各フェーズの“ありたき姿“は引き続き解像度の向上が必要と認識

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめエコシステム形成 森林データ利活用

エ
コ
シ
ス
テ
ム
展
開
イ
メ
ー
ジ



19

チェックリスト検討時に参照するフレームワーク

各地域の取組みやプロジェクトの成熟度を網羅的に捕捉する観点から、

既存のフレームワークを用いて指標を整理し、さらに森林・林業固有の要素を加味して検討

エコシステム形成 森林データ利活用

参照する

フレームワーク

（案）

検討時に

用いる文献

『スタートアップ・エコシステム』（創業エコシステム）のフレーム

ワークを援用し、林業地域におけるエコシステムの形成に必要
な要素

（物理的基盤、需要、中間サービス等）を整理

『データマネジメント』におけるフレームワークを援用し、

森林データ固有の要素を加味して、

利活用の定着・拡大に求められる要件

（現状把握・課題特定、目指す姿の明確化等）を整理

✓ 前年度実施ヒアリング結果

✓ 林野庁提供資料

✓ 日林協・森のエネルギー研究所「地域内エコシステムプロセスリスト」

✓ 内閣府「地方創生関係交付金を活用した事業の立案・改善に係

るチェックリスト」等

✓ 前年度実施ヒアリング結果

✓ 林野庁提供資料 他

出所：金間大介（2022）「スタートアップ・エコシステム研究の潮流と今後のリサーチ・アジェンダ：地域の特徴に基づいたエコシステムの構築に向けて」
デロイトトーマツコンサルティング（2021）「デジタル・データ活用による競争力強化のための人材・組織変革のポイント」

※構成要素
（整理軸）の例

※構成要素
（整理軸）の例

2 フレームワーク（構成要素）の整理

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめエコシステム形成 森林データ利活用



スタートアップ・エコシステムの構成要素（Stam and Ven(2021)）

エコシステム形成をもたらす要素を網羅的に捕捉する観点から、

スタートアップ・エコシステム（創業エコシステム）の分析フレームワークを援用

分類 要素 定義

基本的属性・背景 文化
• 地域において、イノベーションに向けた取組みに対する受容度が高い／評価される

（地域のプレイヤー等が参画する）

社会的ネットワーク
• コアとなる事業者に加え、金融機関や研究機関、政府・自治体等が参画する

• 地域外にも協力者とのネットワークが形成される

形式的な機関

（フォーマルな制度）

• コアになる事業体が法人化されている

• ガバナンスについての各種規程が整備されている

必要な資源 物理的基盤 • 他のアクターとコミュニケーションが可能な道路などの交通網や通信網が整備されている

需要 • 提供する財/サービスに対するマーケットが潜在的に存在する

中間支援サービス • 多様で専門的な支援サービスの存在（会計・金融、人材、法務、技術等）

人材 • スキル、知識、経験を持った個人

知識 • 自然科学、社会科学に関する知識及び知識創造に向けた態度

リーダーシップ
• 集団行動の指針と方向性を示すリーダーシップ

（エコシステムの方向性やロールモデル）

資金 • スタートアップ活動に投資するための経済的手段の存在

20

出所：金間大介（2022）「スタートアップ・エコシステム研究の潮流と今後のリサーチ・アジェンダ：地域の特徴に基づいたエコシステムの構築に向けて」
加藤雅俊（2022）「スタートアップの経済学－新しい企業の誕生と成長プロセスを学ぶ―」

2 フレームワーク（構成要素）の整理

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめエコシステム形成 森林データ利活用

青字：事務局にて加筆変更
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エコシステム形成における各指標（素案）（1/4）

各フェーズのありたき姿を前述の分析フレームワークに基づき細分化し、

各々で要求される、地域やプロジェクトの行動例を「指標」として仮説的に描出
3 行動例の整理

要素
ph1-1：意識醸成・
課題の気づき

ph1-2：課題の深堀
ph1-3：取組検討・体制

構築

ph2：実証プロジェクトの
展開

ph3：ビジネス実装支援の
展開

文化

• 新しい取組みに対して、

一部の関係者が参画

（賛意が一定程度存
在）

• 新しい取組みに対して、

一部の関係者が参画
（賛意が拡大傾向）

• 新しい取組みに対して、

幅広い多様な関係者

が参画（幅広い賛意
が存在）

• 構成員が他地域にはな

い先駆的事例に取り組
むことに合意

• 新しい取組みについて

地域が好意的であり、

地域の構成員の一部
が各種支援

• 新しい取組みについて
対外的に発信

• 新規プレイヤーが地域に
続々と参入

• 地域の関係者も新規
参入を評価・歓迎

• 他地域からの視察を受

け入れ、対外情報の発

信・協力体制の構築に
力点

社会的

ネット
ワーク

• コアとなる事業者（森

林組合や林業関連事

業者、その他）に加え、

金融機関や研究機関、

政府・自治体等が地域
内に揃っている

• コアとなる事業者（森

林組合、林業関連事

業者、その他）の有す

る情報ネットワークが拡

大（他地域の事業者

や先行事例にコンタクト
を開始）

• 研究機関、政府・自治

体等がグループに本格
的に参加

• コアとなる事業者（森

林組合、林業関連事

業者、その他）の有す

る情報ネットワークが深

化（サプライチェーンの

垂直方向・水平方向に
連携先が拡大）

• 新しい取組みの事業化

／実装化に向けて、より

実践的な情報ネットワー
クに深化

• 研究機関、政府・自治

体等に加えて、金融機

関がグループに本格的に
参加

• 代表者が有する人的

ネットワークが地域外に

拡大（新しい取組みの

拡大に必要となるナレッ

ジやリソースに、より容易
にアクセス可）

形式的
な機関

（フォー

マルな
制度）

• 任意団体として発足・
組織化

（同左）

• 取組み事業体の法人

化（協議会や事業組

合等）や運営に関する
ルールの明文化

• 新しい取組みの事業化

／実装に向けて約款等

の各種規程・文書の整
備

• 各主体間の連携協定
の締結

各行動の内容は引き続きブラッシュアップ予定

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための
経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

.....

.....

エコシステム形成 森林データ利活用
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エコシステム形成における各指標（素案）（2/4）

エコシステム形成に求められる指標（行動例）の内容は引き続きブラッシュ予定

要素
ph1-1：意識醸成・
課題の気づき

ph1-2：課題の深堀
ph1-3：取組検討・体制

構築

ph2：実証プロジェクトの
展開

ph3：ビジネス実装支援の
展開

物理的
基盤

（該当なし）

• コーディネータ等外部有

識者とコミュニケーション

可能な通信網・交通網

が一定水準で整備され
ている

（同左）

• 高速な通信網及び一

定水準の交通網が整
備

• （林業地域において

は）事業展開に最低

限必要な路網が整備
あるいは拡張

• 高速な通信網及び一

定水準の交通網が整
備

• （林業地域において

は）事業展開に十分
な路網が整備

需要 （該当なし） （該当なし） （該当なし）

• 提供する財/サービスに
対する需要が一定程度

存在（プロジェクト単体

での収益性の確保は困
難な水準）

• 提供する財/サービスに
対する需要が、プロジェ

クト単体で収益が確保
できる水準まで拡大

中間

支援
サービス

• フィールドワークやワーク

ショップの実施・運営に

関する支援が利用可能

（自治体職員、森林

組合職員等に打診可
能）

• 根本要因等の探求、

クリティカルシンキングに

関する支援が利用可能

（地域内外の中間支

援事業体に打診可
能）

• 行動計画や事業計画

の立案に関する支援が

利用可能（コンサル、

税理士等に打診可
能）

• 起業にあたっての登記

等の手続きに関する支

援を利用可能（行政
書士等に打診可能）

• 専門的な支援サービス

（会計・金融、人材、
法務等）の一部を

地域内で調達可能

• 技術面については、地

域の研究機関・高等教

育機関からの支援を利
用可能

• 専門的な支援サービス

（会計・金融、人材、

法務等）のほとんどが

地域内で調達可能

（地域外事業者への
依存度の低下）

• 技術面については、

地域の研究機関・高等
教育機関との連携・

協働が深化

各行動の内容は引き続きブラッシュアップ予定

3 行動例の整理

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための
経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

.....

.....

エコシステム形成 森林データ利活用
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エコシステム形成における各指標（素案）（3/4）

エコシステム形成に求められる指標（行動例）の内容は引き続きブラッシュ予定

要素
ph1-1：意識醸成・
課題の気づき

ph1-2：課題の深堀
ph1-3：取組検討・体制

構築

ph2：実証プロジェクトの
展開

ph3：ビジネス実装支援の
展開

人材

• フィールドワークやワーク

ショップの実施・運営に

関するスキルや知識を

有する人材が地域内に

存在（住民、労働者、
自治体職員など）

• 上記のスキルを有する
外部人材を招請可能

• 根本要因や主要要因

の探求、クリティカルシン

キングの対応が可能な
人材が地域内に存在

• 上記のスキルを有する
外部人材を招請可能

• 行動計画（タスク、担

当者、期限等）や事

業計画を立案できる人
材が地域内に存在

• 事業計画に基づいた起

業に必要となる地域内
の人材を確保・育成

• 上記のスキルを有する
外部人材を招請可能

• 特定の個人に依存しつ

つも、各種専門知識を

持つ個人が集まり、チー
ムを組成

• 事業計画に基づいた企

業に必要となる、地域
内の人材を確保・育成

• 適宜、外部人材による
サポートが必要

• 特定の個人に依存せず、

必要なスキル・知識・経

験を有している個人が
集まり、チームを組成

• 事業計画に基づいた企

業に必要となる、地域
内の人材確保・育成

• 外部人材によるサポート
が従

• 周辺の高等教育機関

卒業の高度人材を雇
用

知識 （該当なし）

• 地域内でのワークショッ

プや先進地視察等を通

じて、解決策検討に向
けて情報を収集

• 地域が有する資源を前

提として、解決策（新

しい財／サービス）を科
学的に仮説構築可能

• 提供する財／サービスを

核とした事業計画を立
案

• 新しい解決策の実行に

あたってのビジネス上の

課題や法制度上の課
題等が整理可能

• 提供する財／サービスが

科学的に説明可能

（特許等の申請に着
手）

• 提供する財／サービスを

技術成熟度など社会

実装に向けた指標にて

評価可能（実装上の

課題や伸びしろを言語
化可能）

• 派生プロジェクトの組

成・事業計画立案が可
能

• 複数のプロジェクトから

なる、プロジェクトポート

フォリオを組成し、そのマ

ネジメントをする知識を
保有

各行動の内容は引き続きブラッシュアップ予定

3 行動例の整理

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための
経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

.....

.....

エコシステム形成 森林データ利活用
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エコシステム形成における各指標（素案）（4/4）

エコシステム形成に求められる指標（行動例）の内容は引き続きブラッシュ予定

要素
ph1-1：意識醸成・
課題の気づき

ph1-2：課題の深堀
ph1-3：取組検討・体制

構築

ph2：実証プロジェクトの
展開

ph3：ビジネス実装支援の
展開

リーダー
シップ

• （外部コーディネータの

支援を受けつつ）地域

の住民あるいは自治体

職員等が地域の現状
把握に取り組む

• 地域における新しい取

組みの方向性やビジョン
を可視化

• 地域における新しい取

組みの方向性やビジョン

の実現に向けてリーダー
（代表者）を決定

• プロジェクトの優先順位

やマイルストンがチーム内
で共有

• 個々のプロジェクトにお

いて各ビジョンに沿った
リーダーシップが機能

• 地域エコシステムのビ

ジョンについて、各リー

ダーシップが複合し、機
能

資金 （該当なし） （該当なし）

• 実施主体の立ち上げに

向けて構成員から出資
を依頼

• 地域金融機関からの資

金調達に向けた事業計
画書を作成

• 政府・自治体からの補

助金／助成金受給に

向けた事業計画書を作
成

• 当面の運転資金につい

ては出資金や地域金
融機関等から確保

• 実証プロジェクトの遂行

に向けて、政府・自治

体の補助金／助成金
を受給し、活用

• 運転資金だけでなく

技術開発資金も含めた

事業資金を地域内外
の金融機関やVC等から
調達可能

• 政府・自治体による補

助金／助成金等に依

存度を下げて事業運営
が可能

各行動の内容は引き続きブラッシュアップ予定

3 行動例の整理

1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための
経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

.....

.....

エコシステム形成 森林データ利活用



チェックリスト検討時における留意事項

チェックリストの素案作成・検証にあたっては、森ハブのコーディネータ派遣先へのヒアリング
等を通じて、指標やチェック項目のブラッシュアップに注力する方針
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1. 素案作成 2. 素案の検証 3. とりまとめ

エコシステム形成

..... ..... ..... .....

【物理的基盤】

地域内外の

アクターと

出会うことが

できる環境

がある

【需要】

ユーザーが

サービスを

購入するための
経済的

手段がある

【中間支援

サービス】

多様で

専門的な

支援サービスが

付近に

存在する

.....

.....

.....

フェーズ別の

“ありたき姿”の整理

➢着地点の一つである、ph3（ビジネス実装支援の展開）のありたき姿の妥当感
（「林業イノベーション」のエコシステム形成としての最終目標の水準）

エコシステム形成 森林データ利活用

フレームワーク

（構成要素）の

整理

➢「スタートアップ・エコシステム（創業エコシステム）」のフレームワークの妥当感

（追加／削除する要素の有無等）の検討

各フェーズ・各構成

要素に対応する

行動例の整理

➢各フェーズにおける行動例（要求水準）やエビデンスの妥当感

（現場での運用可能性）

➢森ハブのコーディネータ派遣先へのヒアリング等を通じて、指標素案の各内容については

更なるブラッシュアップを予定


